












はじめに 

人生の初期に運動発達におくれ,ひずみを呈する児童が存在する。今これらを総称して運動

(発達)遅滞(motor retardation)と名づけることにする。 

これらの運動遅滞児の中に,CP へと発展するものも含まれるが,CP への可能性はなく,抗重

力要素のおくれ,軽度の筋緊張低下などの症状は存在しながらも,次第に運動発達が正常に

なっていくものも多い。 

一方,大きくなって精神遅滞を示す人々の中には,幼少期に運動発達がおくれたという既往

歴をもつものが存在すること。またダウン症候群のように,初期に運動遅滞を示す精神遅滞

児が存在することもよく知られている経験的事実である。 

以上のことから,0 歳児で運動発達遅滞を呈して受診してくるものの中には,将来,精神遅

滞児となると思われるものが存在することが予想される。従って,運動遅滞児の予後は,正

常(但し MBDなどの MINOR DYSFUNCTIONをのぞく),脳性麻痺,精神遅滞の三つがあるという

ことになる。 

精神遅滞児の部が,人生初期に運動遅滞児であるということは,早期療育の観点からは重要

である。何故なら,発達遅滞児の早期療育という立場をとるならば,当然,これらの早期の運

動遅滞児に対する何らかの care が必要となる。また遅滞要素の濃い乳幼児の運動特性をさ

ぐる必要もある。すなわち,「発達遅滞児の早期療育」というテーマは,まずもっとも早期

に気づかれることの多い,運動の遅滞という要素で取りくまれねばならない。 

以上のことから,私達は,私達のところを受診した運動に異常を呈する乳幼児について一連

の調査を実施した。 


